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第１章  総  説 

 

１ 沿革 

 

昭和 25年 ８月  ○「狂犬病予防法」の施行に伴い、保健所が業務を所管。 

         ○犬の登録、狂犬病予防注射の実施・犬の捕獲抑留。 

昭和 48年 10 月  ○「動物の保護及び管理に関する法律」が、議員立法で制定。 

昭和 49年 ４月  ○「動物の保護及び管理に関する法律」が施行。 

昭和 54年 ６月  ○「茨城県動物の保護及び管理に関する条例」を制定。 

          笠間市日沢に、茨城県動物指導センターを開設し、狂犬病予防法、動物保護管理

法関係業務を所管。同センター動物棟で、保健所に収容された犬、猫の収集保管

及び殺処分業務を開始。 

○業務課、保護指導課、防疫課の３課を置く。 

昭和 57年     ○動物愛護週間に伴う動物愛護フェスティバル事業の毎年開催を開始。 

昭和 57年 ９月  ○ 茨城県財務規則の改正によりか所が公所になる。 

昭和 60年 ９月  ○「狂犬病予防法」の一部改正により、狂犬病予防注射が年１回となる。 

昭和 61年 ９月  ○総理府との共催事業として「動物愛護フェスティバル’86 いばらき」事業を実施。 

昭和 62年 ４月  ○動物指導業務の一元化に伴う茨城県行政組織規則等の一部改正。 

         ○保健所で分掌していた動物指導業務（犬の捕獲、犬猫の引取業務）を動物指導セ

ンターに一元化し、保健所での業務を廃止。 

         ○組織の変更を行い、業務課を管理課に、保護指導課を保護課に改称、新たに指導

課を設置。管理課、保護課、指導課、防疫課の４課体制となる。予防指導主査を

新設。 

         ○保健所での犬猫取引業務廃止に伴う代替措置として、市町村の公民館等を巡回し

て引取を行う「定時定点引取」業務を開始。 

平成元年４月   ○小学校飼育動物の検診等を通じ、小学校児童を対象とした動物愛護思想の普及啓

発を行う「動物ふれあい教室」事業を開始。 

平成２年３月   ○管理棟の増改築竣工。 

平成４年３月   ○動物棟の増改築竣工。 

平成５年４月   ○犬猫譲渡情報バンク事業を開始し、飼育希望者と提供者の情報仲介を行い、併せ

て繁殖制限措置指導。 

平成６年１月   ○車庫棟が竣工。 

平成７年４月   ○「狂犬病予防法」の一部改正により、犬の登録が年 1回より生涯 1回となる。 

平成８年３月   ○動物棟の増改築竣工。 

平成 11年 12 月  ○「動物の愛護及び管理に関する法律」が改正され、法律の名称を変更。 

平成 12年 ４月  ○「狂犬病予防法」の一部改正に伴い、犬の登録及び狂犬病予防注射が市町村に移管。 

平成 12年 12 月  ○改正「動物の愛護及び管理に関する法律」が施行。 

                ○改正に合わせ「茨城県動物の愛護及び管理に関する条例」を改正し、条例の名称を

変更。 
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平成 13年４月  ○動物指導センターのホームページを開設。 

平成 13年 12 月  ○「茨城県動物愛護推進員」の委嘱を開始。（132 名委嘱） 

平成 14年７月  ○殺処分焼却設備の排出ガス処理施設を増設。 

平成 15年４月   ○機構改革により、予防指導主査を廃止。指導課を保護指導課に、保護課を愛護推進 

                  課に改称し、防疫課を廃止。管理課、保護指導課、愛護推進課の３課体制となる。 

平成 15年５月  ○「茨城県動物愛護推進計画」を策定（第 1期）。 

平成 15年 10 月  ○譲渡子犬の「しつけ方教室」を開始。 

平成 16年 10 月  ○犬・猫の引取りを有料化。 

平成 17年 ６月  ○改正「動物の愛護及び管理に関する法律」が平成 18年 6 月１日から施行。 

平成 18年 ３月  ○法改正にあわせ「茨城県動物の愛護及び管理に関する条例」を改正し、平成 18年 

6 月１日から施行。 

平成 20年 ３月  ○「茨城県動物愛護推進計画」を改定（第 2期）。 

平成 22年 ３月  ○3 月末をもって「定時定点引取」業務を廃止。 

平成 23年 ３月  ○東日本大震災が発生。（11 日） 

          被災者に係るペット動物の相談業務を行う。支援ペットフード等の配布を行う。 

平成 24年 ３月  ○動物棟内の仕切り柵等による内部室改修を行う。（5室→9 室） 

平成 24年 ８月  ○「親子見学会」を開始。 

平成 24年 ９月  ○動物愛護フェスティバルを終了。 

平成 24年 12 月 ○災害時における愛玩動物救護マニュアル制定。 

平成 25年 ９月  ○改正「動物の愛護及び管理に関する法律」の施行に伴い、引き取り拒否を運用開始。 

平成 25年 12 月  ○「茨城県動物の愛護及び管理に関する条例」を改正し、平成 26 年４月１日等から施行。 

平成 26年 ３月  ○「茨城県動物の愛護及び管理に関する条例」を改正し、平成 26 年７月１日から施行。 

平成 27年 ９月 ○関東・東北豪雨による水害が発生。 

被災者に係るペット動物の相談業務、支援ペットフード等の配布を行う。 

平成 27年 10 月 ○「茨城県動物愛護管理推進計画」を改定（第 3期）。 

 ○「茨城県猫の適正飼養ガイドライン」を策定。 

平成 28年 10 月 ○致死処分方法を変更。 

平成 28年 12 月 ○「茨城県犬猫殺処分ゼロを目指す条例」を制定。 

平成 29年 ４月 ○「犬猫殺処分ゼロを目指すプロジェクト事業」開始。 

令和元年 ９月 ○ドッグラン設置。 

令和２年 12 月  ○動物棟内部改修し、個別房設置。（18室） 

令和３年  ３月 ○「茨城県動物愛護管理推進計画」を改定（第 4期）。 

令和４年 ２月 ○管理棟微生物室を飼養室として改修。 
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２ 施設の概要 

 

（１）所在地 

   茨城県笠間市日沢４７番地 

 

（２）土地 

使 用 区 分 面 積 取得年度 備  考 

動物指導センター敷地 6,946 ㎡  昭 54  

 

（３）建物 

建 物 の 
名    称 

構    造
 延面積 

㎡ 
建設年度 備    考

 

 管 理 棟 鉄筋コンクリート造 2 階  774.24  昭 54  平元 増築 

 

 動 物 棟 

 

 

鉄筋コンクリート造平屋 

 

 

 559.78  

 

〃 

 昭62 増築 

 平 3 増築 

 平 7 増築 

 付 属 棟 鉄骨造平屋   41.70  昭 55  

 車  庫 鉄骨造平屋   60.00  昭 54  

 ポンプ室 コンクリートブロック造    5.85  〃  

 車  庫 鉄骨造平屋   98.00  平 5  

    計        6    棟 1,539.57    

 

（４）主な設備，車両 

名  称 構造，規格等 数量 取得年度 摘 要 備  考 

 
殺処分焼却  
設備 
 

鉄製     

 
 
 

焼却炉 2 基 昭 62，平 7   

炭酸ガス処分器 1 基    平 7   

排出ガス処理施設 1 基    平 14   

 
車  両 

 

普通貨物 6 台 平 26～令 4 保護・収容用 2750～2980cc 

小型貨物 2 台 平 13～18 保護・収容用 2980～3050cc 

小型貨物 3 台 平 27～30 調査・連絡用 1490cc 
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（５）敷地全体図 
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（６）建物平面図 

 

飼養室
(大) 

飼養室 
(小) 

準備室 

犬房 

個別房 

職員控室 
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３ 組織等 
 
（１）機構及び業務内容（令和６年４月１日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
     センター長 
 

       管理課 
・庶務、会計 
・県有財産及び庁舎の維持管理 

 
保護指導課 
・犬等による苦情対策業務 
・犬及び猫の引取り業務 
・野犬等の収容業務 
・特定犬の飼養指導  
・動物取扱業の登録及び監視・指導 
・特定動物飼養の許可及び監視・指導 
・動物による事故の調査指導及び咬傷犬の検診 
 

          愛護推進課 
・動物愛護啓発業務 
・収容犬猫の管理、処分業務 
・負傷動物等の収容及び応急処置 
・動物電話相談指導 
・犬・猫の譲渡 
・犬・猫譲渡情報バンク 
・動物由来感染症等に関すること 

  

保健医療部 

生活衛生課 

動物指導センター 
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（２）職員配置                                            （令和６年４月１日現在） 

  職種別 
課別 

事 務
 

獣 医 師
 
技 術 員

 会計年度

任用職員 
計 備考

 

センター長        1        1   

管  理  課    2       1  3   

保護指導課    1      5    9   10  25   

愛護推進課      1  4       4  9   

計    4    10  9  15  38   

   
   
 

４ 管轄区域図（水戸市を除く） 
  令和６年４月１日現在（茨城県統計課資料） 
 

 

 

 

 

    

※水戸市中核市移行により 
    動物愛護センター設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面 積 5,880.24 ㎢  

人 口 2,545,806    人 

世帯数 1,103,611    世帯 

行政区分 31 市 10 町 2 村 
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第２章 事業の概要 
 
Ⅰ 愛護推進事業 

 
１ 動物愛護の普及啓発 

（１）動物愛護月間その他の啓発活動 
   「動物の愛護及び管理に関する法律」には９月２０日～２６日を「動物愛護週間」と定められ

ているが、茨城県では９月の１ヵ月間を「動物愛護月間」、９月２０日～２６日を「犬猫愛護週

間」と定め、啓発活動を実施した。 

  ア 広報活動 
   新聞等の取材に応じた。また、市町村広報誌への掲載を依頼した。 

  イ 動物愛護表彰式 

開催期間  令和５年９月２８日（木） 

     場  所  市町村会館２階 

  ウ 動物愛護啓発イベント 

開催期間  令和５年９月２日（土）、３日（日） 

    場  所  （株）メニコン＆ＨＡＵＳ（旧笠間東小学校） 

内  容  動物愛護パネルの展示、啓発グッズ・チラシの配布、啓発に取り組んだ。 

 エ 動物愛護パネル展 

①開催期間  令和５年９月１日（金）から９月１３日（水） 

場  所  県庁行政棟２階 県政広報コーナー 

内  容  動物愛護に関するパネル展示、啓発資材配布 

②開催期間  令和５年９月２０日（水）から９月２６日（火） 

場  所  つくばわんわんランド 

内  容  動物愛護に関するパネル展示、啓発資材配布 

 

（２）動物なんでも相談（動物の捕獲・保護等の実行行為を伴うものを除く） 
   動物飼育者等の疑問や悩みに答えるため、電話による「動物なんでも相談」を開設し、動物が

適切に取り扱われるよう指導した。なお、疑問については必要に応じて各専門家に問い合わせた

うえで回答した。                             

（資料１参照） 

           ・犬に関すること         １，４５５件 

      ・猫に関すること                  １，１７４件 

      ・その他哺乳類に関すること        １３件 

      ・鳥に関すること             ２４件 

      ・爬虫類に関すること             ４件 

      ・両生類に関すること              ０件 

      ・魚に関すること               ０件 

      ・昆虫に関すること              ０件 

      ・その他                １３０件 

                    計                        ２，８００件 
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（３）動物ふれあい教室 

小学校において、児童が犬・猫など身近な家庭動物とのふれあいを通じて、「いのち」を大切

にする心を育むなど情操教育に寄与するとともに、動物を飼うことの自覚と責任の重さや飼い主

に捨てられた犬・猫など不幸な動物の現状とその解決方策について学習することを目的とした

「動物ふれあい教室」を実施した。 

（資料２参照） 

実施学校数  １５校   実施回数 １９回   対象人数  ５６４人 

 

（４）いのちの教室 

中学校において、生徒が飼い主に捨てられた犬・猫など不幸な動物の現状を知り、その解決方

法を自身で考えることを通じて、動物を飼うことの責任の重さを学び、命を大切にする心を育む

ことを目的とした「いのちの教室」を実施した。 

（資料３参照） 

 

実施学校数   ３校   実施回数  ４回   対象人数   ２６６人 

 

（５）各種催事への参加等 
県内で開催された動物愛護啓発街頭キャンペーン等に参加し、啓発グッズ・チラシを配布する

とともに、県内各地に出向き、動物愛護の意識醸成のための講話等を行った。 
                                      （資料４参照） 

参加イベント数  ４回   対象人数   １，８００人 

出張講座     ４回   対象人数     １５３人 
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２ 犬・猫の譲渡 

犬の譲渡会を開催して模範的な飼い主の育成に努めるほか、ボランティア譲渡登録団体等の協力

を得て、センターに収容された犬・猫の譲渡を推進した。 

 

（１）譲渡実績 

  犬 猫 

項目内容 子犬 成犬 子猫 成猫 

譲 渡 会  ① 0 3 0 0 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ譲渡 ② 453 318 542 72 

随時・特別  ③ 3 0 3 0 

そ の 他  ④ 0 0 0 0 

計 456 321 545 72 

注： ①（２）譲渡会実施内容参照 

② ボランティア譲渡登録団体等へ譲渡 

登録団体等数          （令和６年３月３１日現在） 

団体 個人 
計 

県内 県外 県内 県外 

10 45 22 23 100 

③ 譲渡会以外にて譲渡 

④ 再飼養希望者など 

 

（２）譲渡会実施内容 

 
回数 

参加者 
譲渡頭数 

組 人数 

事前講習会 4 4 10 ‐ 

マッチング 5 5 12 3 

収容した概ね５歳前後の成犬のうち、健康状態及び性格が良好と判断されたものについて、不

妊去勢手術及びワクチン接種等を実施し、譲渡対象犬とした。 

事前講習会を修了し、模範的な飼い主となり得ると判断した譲渡希望者に対して、トライアル

を経た後に譲渡を行った。 

譲渡後は、飼い主の聞き取り調査を実施し、適正飼養の確認を行った。 

 

 

３ 犬猫譲渡情報バンク 

     県内の犬・猫飼育希望者の相談窓口となり、譲渡会の案内及びボランティア団体等が行う譲渡会

の紹介を行った。 
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４ 犬・猫の不妊去勢手術 

譲渡する犬・猫について、ボランティア譲渡登録団体等の希望に応じて、動物指導センターにおい

て不妊去勢手術を実施したほか、民間動物病院にて実施する不妊去勢手術の費用を補助した。 

 

（１）動物指導センターにて実施した不妊去勢手術 

    手術頭数  犬 １５３頭 （ 雄  ９０頭、 雌  ６３頭 ） 

          猫  ２５頭 （ 雄  ２１頭、 雌   ４頭 ） 

           

（２）民間動物病院にて実施した不妊去勢手術費用の補助 

    補助頭数  犬 １８４頭 （ 雄  ８１頭、 雌 １０３頭 ） 

          猫 ２９６頭 （ 雄 １３８頭、 雌 １５３頭 ） 

 

 

５  子猫のミルクボランティア 

  センターに収容された乳飲み子猫を、譲渡に適する時期まで自宅等で一時飼養するミルクボランテ

ィアの協力を得て、子猫の譲渡を推進した。 

    ミルクボランティア預託件数     １５件 

預託頭数              ３７頭 

譲渡頭数              ２７頭 

 

 

６ 茨城県動物愛護推進員制度 

  令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間、動物愛護に関心を持っている９８名の

方に「茨城県動物愛護推進員」を委嘱した。 

   動物愛護推進員は、県が主催する動物愛護啓発キャンペーンをはじめ、パネル展示など独自企画

での啓発活動や地域の愛護関係イベント等に参加し、動物愛護の推進と啓発に貢献した。 
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Ⅱ 保護指導事業 

 

１ 狂犬病予防事業 

狂犬病予防法に基づく犬の登録と狂犬病予防注射事務は、市町村事務であるが、狂犬病予防注射

率の向上のために、市町村と連携して、登録と狂犬病予防注射を行っていない犬の飼い主への指導

を行うとともに、ホームページや各種イベント等で犬の登録と狂犬病予防注射の啓発を実施してい

る。 
犬の登録と狂犬病予防注射頭数の推移は、資料９のとおり。 

 

２ 野犬化防止、飼い主不明犬・猫の対策 

（１）飼い犬・猫の引取り業務 
動物の愛護及び管理に関する法律第３５条に基づき飼い犬・猫の引取りを実施した。 
なお、平成１６年１０月１日から、引取りを有料化した。現在の引取り手数料は下表のとおり。 

種    別 手数料 備   考 

窓 口 
引 取 

 成犬・成猫 4,000 円 生後 91 日以上 
 子犬・子猫 1,000 円 生後 90 日以内 

飼養場所有料引取 7,000 円 成・子を問わず 1 頭につき 

引取り場所はセンター窓口が原則であるが、特別の事情がありセンター窓口で所有権放棄でき

ない場合には、飼い主宅での「飼養場所有料引取」を実施した。 
 
（２）野犬、飼い主不明犬の捕獲・保護対策及び猫の保護対策  

県民の安全を確保するため、また農作物・家畜等の財産被害を防止するため、野犬等の捕獲・    

保護を実施した。 
犬の徘徊苦情相談には、地域重点パトロールを実施し捕獲・保護収容に努めた。負傷・衰弱し

た犬・猫を保護収容したほか、動物病院等からの輸送も実施した。 
   野犬、飼い主不明犬の捕獲・保護収容方法は、センターによる①通常捕獲②捕獲箱設置③けい

留収容のほか、市町村・住民による④窓口保護がある。 
      猫についても、保護を必要とするものについては無料で収容した。 
   犬の捕獲・保護頭数は資料５、猫の保護頭数は資料７のとおり。 
 

３ 咬傷事故対策 

（１）咬傷事故犬のけい留指導・捕獲作業 
   咬傷事故を起こした犬のうち、飼い主の判明している犬については、飼い主の責任でけい留管

理させ、犬の正しい飼い方を指導した。 
   野犬及び飼い主不明の犬については、可能な限り速やかに捕獲作業を実施した。警察署・消防

署からの緊急通報は優先的に対応した。 
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   犬による咬傷事故概要 

飼い主判明 

     内    容  事故後の犬（頭）     被害者数（人） 

 総 数 犬 種 件数／頭数 放棄 継続 不明  家族  他人   計 

76 
一般犬 68／71 

0 79 0 0 79 79 
特定犬 8／8 

飼い主不明 

      内    容  事故後の犬（頭）  

 総 数 犬 種 件数／頭数  捕獲   逃走     被害者数（人） 

4 
一般犬 4／4     2    2 

4 
特定犬 0／0     0    0 

       ※ 水戸市内での発生分を除く 
 
（２）事故調査と再発防止指導、被害者等の救済 
   犬による咬傷事故を調査分析し、発生原因を突き止めて再発防止を図った。事故は、犬の性

格、けい留方法、人の接し方等が複雑に関連し発生しているため飼い主に対して再発防止策を指

導した。 
   特定犬は、①犬種 ②大きさ ③咬傷歴で指定され、一般の犬と比べて厳重な飼養管理を義   

務付けている。特定犬の頭数は資料６のとおり。 
   被害者に対しては、正確な狂犬病情報を提供し、安心して治療に専念できるよう配慮した。併

せて事故犬の処遇についても経過報告し、心理的圧迫を取り除くようにした。また、飼い主不明

犬による事故では、速やかな犬の捕獲に努めた。 

咬傷事故の原因（延べ数 複数の原因が関連して事故になっている。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ※ 水戸市を除く 

Ⅰ 人に起因 Ⅱ 犬に起因 Ⅲ 管理に起因 Ⅳ飼い主不明犬 

①犬にさわろうとし

て 13 
①雌犬発情で興奮状態 

0 
①放し飼い（逃走中） 

29 
①徘徊犬 

4 

②飼い犬をかばった 
1 

②攻撃的な性格・咬傷

癖 
0 

②引き綱での運動中

制御不能 
21 

 
 

③過って接触した 
1 

③警戒心が強い・臆病 
0 

③訪問者の通行域に

けい留 
1 

 
 

④子犬にさわろうと

した 0 
④出産直後の警戒状態 

0 
④鎖・引き綱が長す

ぎた 
2 

 
 

⑤食事中の犬に手を

出した 0 
⑤その他 

0 
⑤引き綱なしでの運

動中 
4 

 
 

⑥その他 
0 

 
 
⑥接近しやすい場所

・構造 
3      

 
 
 

 
⑦運動・餌不足等劣

悪環境 
0 

 
 

 
 
 

 
⑧ランニングチェー

ン 
0      

 
 
 

 
⑨その他 

1      

        計 15        計 0 計 61    計 4 
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（３）狂犬病サーベイランス 
   咬傷事故を起こした飼い主不明犬については、「狂犬病」を監視するため１４日間の抑留を実

施し、異常がないことを確認した。 
   飼い主不明犬による被害者に対しては、加害犬の検診結果を報告し、十分なケアを実施した。 
 

４ 犬・猫の逸走・保護対策 

（１）公表関係 
   捕獲・保護した成犬・成猫の情報については当センターの掲示板及びホームページで公開し、

写真も公表した。 
   また、市町村等の関係機関にも情報提供し、庁舎内での掲示等を依頼している。 
 
（２）逸走・保護情報の照合作業 
   犬・猫を保護している人などから寄せられた「保護情報」と、飼い主からの「逸走届」及びセ

ンターの捕獲・保護情報を照合し、飼い主の発見に努めているが、首輪に鑑札・注射済票等の所

有者情報を示す標識がついていない場合が多く、返還頭数は少ない。 

   犬・猫の飼い主への返還頭数 

犬 猫 犬・猫合計 

登録犬 未登録犬 
2 99 頭 

 62 35 

       ※ 水戸市収容の動物を除く 
 
（３）負傷動物の収容 

動物の愛護及び管理に関する法律第３６条に基づき、負傷した犬・猫等を収容・治療し、飼い

主への返還に努めた。 
       負傷動物収容件数 

動物 ／月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

 犬（頭） 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 4 

  猫（頭） 13 11 16 14 7 10 16 12 9 2 4 5 119 

  その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

    計 13 11 17 15 7 11 16 12 10 2 4 5 123 

    ※ 水戸市を除く 
 

５ 犬・猫についての困りごと相談受付 

   犬の放し飼い、鳴き声被害、悪臭苦情、猫の飼い方指導など多岐にわたる電話相談を受付した。 
     困りごと相談受付状況 

相談 
項目 

人身等 
の被害 

徘徊
 

捨て犬
 
放飼い 

騒音 
悪臭 

負傷 
動物 

野犬等

の繋留 
その他

 

 
所有権 
放  棄

 
猫 苦情 
相談

 
その他 
の動物 

計
 

件数 18 336 1 77 88 26 348 121 62 552 16 1,645 

    ※ 水戸市を除く 
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６ 動物の管理及び処分業務 

（１）管理業務 
   捕獲した犬については、公表期間内に飼い主へ返還されない場合、譲渡登録団体等への譲渡又

は殺処分となる。センターに収容した犬の飼養衛生管理業務については民間業者に委託している。 
 
（２）処分業務 
   センターに収容された犬・猫については、返還及び譲渡に努め、致死処分を実施しなかった。 
      犬・猫の年度別収容頭数・返還頭数・処分頭数は、資料８のとおり。 
 
（３）犬・猫の収容頭数及び処分頭数の減少化 
   平成１６年１０月から飼い犬・猫の引取りを有料化するとともに、平成２２年度から定時定点

引取を廃止し、引取り場所を当センター窓口に一元化して収容頭数の減少を図っている。 
   また、収容した犬・猫については、飼い主への返還やボランティア等への譲渡に努め、致死   

処分を実施しなかった。 

    
  年 度 

収容頭数 収容中死亡頭数 
犬 猫 計 犬 猫 計 

４年度 ※ 1,062  1,077  2,139  27  235  262  

５年度 ※ 907  787  1,694  22  161  183  

増 減 △155  △290  △445  △5  △74  △79  

   ※ 水戸市を除く 
 

７ 多頭飼養届の受理業務 

平成１８年６月から、犬を１０頭以上飼養している者に、平成２６年７月からは、犬または猫を

１０頭以上飼養している者に多頭飼養届出を義務づけている。 

  多頭飼養者に対しては、定期的な現地確認を行い、適切な飼養管理の助言・指導に努めた。 
年 度 ４年度 ※ ５年度 ※ 

新規件数 15 11 

廃 止    11 ※※    36 ※※ 

年度計  118 件  93 件 

   ※  水戸市を除く 

   ※※ 現地調査のうえ、廃止とみなした件数を含む(令和４年度１件、令和５年度１８件) 
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８ 動物取扱業の登録等 

   第一種動物取扱業者に対する新規登録申請及び登録後５年目の登録更新申請に伴う立ち入り調

査や第二種動物取扱業者に対する届出に伴う立ち入り検査のほか、年間の監視指導の目標件数を

定めた監視指導計画に基づいた計画的な立ち入り検査を行うなど、動物取扱業者に対する適正な

飼養管理を指導した。 

    また、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則第１０条に規定される動物取扱責任者研修を

開催し、第一種動物取扱業者の法令遵守徹底及び資質向上を図った。 

   

 （１）第一種動物取扱業の登録申請受付件数及び登録件数等  

  
年度当初 

登録件数 申 請 登 録 廃 止 
年度末 

登録件数 
調査・監視 

件数 
 

事業者数 1,212 150 153 106 1,255 455 

業 

種 

内 

訳 

販 売 683 91 91 79 695 361 

保 管 635 67 68 25 678 157 

貸出し 58 9 9 2 65 32 

訓 練 113 8 8 10 111 26 

展 示 121 12 13 5 129 47 

その他 7 1 1 0 8 1 

合 計 1,617 188 190 121 1,686 624 

※１ 施設で複数の業種を登録している場合もあるため、事業者数≠合計 
※２ 登録数には令和５年４月１日以前の申請分も含む 
※３ 調査・監視件数は申請に伴う調査件数と申請時以外の監視件数の合計 

 
 （２）動物取扱責任者研修実施結果 

   回  数 計 ８回 

(筑西市:１回、行方市:１回、牛久市:２回、水戸市:３回、笠間市:１回) 

受講者数 計 ２３０名 

       

（３）第二種動物取扱業の届出受付件数等 

 年度当初届出件数 届出受付件数 廃止件数 年度末届出件数 

事 業 者 数 50 6 1 55 

事 

業 

内 

訳 

譲 渡 し 41 6 1 46 

保  管 11 2 1 12 

貸 出 し 3 0 0 3 

訓  練 4 0 0 4 

展  示 9 0 0 9 

合 計 68 8 2 74 
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９ 特定動物の飼養許可 

特定動物の飼養又は保管の許可申請に伴って飼養施設の立入調査及び指導を行った。また、 

許可申請時以外にも監視を行い特定動物の適正な管理の確保を図った。 

 
  特定動物の許可申請件数及び許可件数 

    項目 
飼養目的 

年度当初 
施設数 

申請数 許可 廃止 
年度末 
施設数 

調査・監視 
件数 

愛 が ん 19 4 4 2 17 5 

販 売 87 10 10 2 85 151 

展 示 35 6 6 1 36 60 

試験研究 8 1 1 0 8 3 

そ の 他 0 0 0 0 0 0 

合 計 149 21 21 5 146 219 
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資料 ２　　令和５年度　動物ふれあい教室

資料 ３　　令和５年度　いのちの教室

2

19

6月21日

12月15日

※　実施学校数15校

 

9月6日

10月12日

小学校　中学年

つくば市2月14日

取手市

78石岡市 小学校　低・中・高学年

小学校　低学年

 
回数 実施市町村

1

8

11

12
結城市11月30日

7

日立市

10月20日

対象人数

小学校　低・中学年23

小学校　低学年

小学校　低・高学年45

対　　象

8

小学校　低・中学年22

5

2

4

3

6

9

10

実施月日

中学生78

対象人数 対　　象回数 実施月日 実施市町村

17

14

15

12月8日 つくばみらい市

日立市

結城市

10月25日

11月10日

13

27

古河市 95

1

564

18

計

74

龍ケ崎市 93

3

計 266

16

※　実施学校数3校

4

1月24日 大洗町

1月17日

9月27日

10月4日 石岡市 14 小学校　低学年

小学校　低学年

古河市6月9日

小学校　低学年40土浦市9月14日

15 小学校　低学年

41

11月16日 常陸大宮市 17

取手市

小学校　低学年

12 小学校　中学年

小学校　低学年つくば市10月10日 88

小学校　低学年60

石岡市

- 19 -



資料 ４　　令和５年度　適正飼養推進事業

イベント等

出張講座

ひたちなか市 800 ひたちなか動物愛護フェスタ

200

10月3日

実施月日

いしおか秋マルシェ

3 11月5日

筑西市 200 県西地区動物フェスティバル

茨城県健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会

イベント名

計 153

保育園児21

2

2 10月15日 石岡市

4 12月3日

1月12日 北茨城市4

高校生

実施市町村

 

対象人数

ひたちなか市

8月23日 28

対　　象対象人数

27

回数

600

1,800

回数

1

10月24日 つくば市 77

東海村

実施市町村

計

実施月日

1 8月18日

3

小学校　中・高学年
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資料 ５　　犬の収容頭数と内訳

成犬

子犬

成犬

子犬

成犬

子犬

成犬

子犬

捕獲 成犬

子犬

成犬

保護 子犬

成犬

子犬

成犬

子犬

成犬

子犬

成犬

子犬

※１　水戸市を除く

※２　平成16年10月１日から有料化

　　　　　成犬　4,000円／頭　　子犬　1,000円／頭　 （平成27年度に引き上げ）　

※３　飼養場所引取手数料　　7,000円／頭　　　　(平成27年度に引き上げ)

※４　捕獲・保護計には、負傷・衰弱した犬の収容頭数も含まれる。

合　　　　　　　　計 1,062 907 △ 155

犬　収　容　頭　数　計
598 448 △ 150

464 459 △ 5

459 △ 5

※４　捕　獲・保　護　合　計 1,049 907 △ 142

0 0

0 0 0

計
585 448 △ 137

464

市町村・
住民等が
保護した
もの

窓  口
30 22 △ 8

64 51 △ 13

依　頼
引取り

0

け い 留
297 246 △ 51

139 211 72

73 △ 63

捕 獲 箱
156 136 △ 20

125 124 △ 1

引　取　り　合　計 13 0 △ 13

捕
獲
業
務

通常捕獲
102 44 △ 58

136

計
13 0 △ 13

0 0 0

0 0 0

飼養場所　※３
9 0 △ 9

0 0 0

４年度　※１ ５年度　※１ 比較

犬

引取り

窓　　口　※２
4 0 △ 4
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資料 ６　　特定犬飼養頭数

合　　　　計

資料 ７　　猫の引取り・保護状況

成猫 6 0 △ 6

子猫 0 0 0

成猫 0 0 0

子猫 0 0 0

成猫 6 0 △ 6

子猫 0 0 0

6 0 △ 6

※４ 成猫 117 115 △ 2

子猫 954 672 △ 282

成猫 0 0 0

子猫 0 0 0

成猫 117 115 △ 2

子猫 954 672 △ 282

1,071 787 △ 284

成猫 123 115 △ 8

子猫 954 672 △ 282

1,077 787 △ 290

※１　水戸市を除く

※２　平成16年10月１日から有料化

　　　　　成猫　4,000円／頭　　子猫　1,000円／頭　 （平成27年度に引き上げ）　

※３　飼養場所引取手数料　　7,000円／頭　　（平成27年度に引き上げ）       　

※４　市町村役場・住民が飼い主不明として保護処置を求めたもので、負傷・衰弱して保護収容し

　　　た猫の頭数も含まれる。

（令和５年11月30日現在）

①
指
定
犬
種

②体長・体高で指定

③知事指定

特定犬の内訳

比較

64

55

191アメリカン・スタッフォード・シャー・テリア

計

窓　　口　※２

飼養場所　※３

秋田犬

土佐犬

紀州犬

ジャーマン・シェパード

ドーベルマン

窓　口

５年度　※１

グレートデン

セントバーナード

167

0

1,998

４年度　※１

頭　　数

811

149

116

336

109

猫

保　護

引取り

引　取　り　合　計

保　護　合　計

合　　　　　　　　計

依　頼
引取り

猫　収　容　頭　数　計

計

市町村・
住民等が
保護した
もの
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資料 ８　　年度別　犬・猫の収容・返還・譲渡・殺処分の状況

26 27 28 29 30 元 2　※ 3　※ 4　※ 5　※
直近年度
比較

収容頭数 2,606 2,226 1,628 1,325 1,426 1,421 1,063 985 1,062 907 △ 155

返還頭数 146 110 152 122 128 149 133 114 137 97 △ 40

譲渡等 704 757 899 828 985 1,184 915 780 892 777 △ 115

殺処分頭数 1,751 1,279 612 338 235 144 35 31 27 22 △ 5

収容頭数 2,645 2,682 2,272 1,758 1,515 1,338 1,401 1,080 1,077 787 △ 290

返還頭数 3 1 1 6 2 2 9 1 12 2 △ 10

譲渡等 403 349 597 1,281 1,284 940 1,039 890 867 617 △ 250

殺処分頭数 2,218 2,333 1,679 375 211 424 337 174 235 161 △ 74

収容計 5,251 4,908 3,900 3,083 2,941 2,759 2,464 2,065 2,139 1,694 △ 445

返還計 149 111 153 128 130 151 142 115 149 99 △ 50

譲渡計 1,107 1,106 1,496 2,109 2,269 2,124 1,954 1,670 1,759 1,394 △ 365

殺処分計 3,969 3,612 2,291 713 446 568 372 205 262 183 △ 79

（注）収容期間が年度を跨ぐことなどにより、収容頭数と返還・譲渡・殺処分頭数の計は一致しない。

　　　殺処分頭数には、致死処分以外に、収容中死亡頭数が計上されている。

※水戸市を除く

資料 ９　　年度別　犬の登録・狂犬病予防注射頭数の推移
  

26 27 28 29 30 元 2　※ 3　※ 4　※ 5　※

登録 181,753 176,628 173,117 169,557 169,835 167,083 152,564 150,282 147,211 145,621

注射 117,497 114,925 116,137 113,081 107,174 105,154 90,824 93,539 91,736 90,800

犬

猫

犬・猫

合  計

※水戸市を除く
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ケ ル コ ピ テ ク ス 属 （ オ ナ ガ ザ ル 属 ） 全 種

マ ン ド リ ル ル ス 属 （ マ ン ド リ ル 属 ） 　 全 種

ギ ラ ﾌ ｧ ・ カ メ ロ パ ル ダ リ ス （ キ リ ン ）

ト カ ゲ 目 　 ボ ア 科 　 交 雑 種

オ
オ
ト
カ

ゲ
科

ボ
ア
科

ピ ュ ト ン ・ レ テ ィ ク ラ ト ゥ ス （ ア ミ メ ニ シ キ ヘ ビ ）

ピ ュ ト ン ・ モ ル ル ス （ イ ン ド ニ シ キ ヘ ビ ）

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科

ガ ボ ン ア ダ ー

ク サ リ ヘ ビ 科 全 種

ア フ リ カ ツ ル ヘ ビ 属 全 種

ガ ラ ガ ラ ヘ ビ 属 全 亜 種

マ ン シ ャ ン ピ ッ ト バ イ パ ー

タ チ メ ニ ス 属 全 種

わ
に
目

ク ロ コ ダ イ ル 科 全 種

ク
ロ
コ
ダ
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ル
科

交 雑 種

ヤ マ カ ガ シ 属 全 種
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ハ ナ ブ ト オ オ ト カ ゲ

コ モ ド オ オ ト カ ゲ

ア メ ジ ス ト ニ シ キ ヘ ビ

モ レ リ ア ・ キ ン グ ホ ル ニ （ オ ー ス ト ラ リ ア ヤ ブ ニ シ キ ヘ ビ ）

か
め
目

か
み
つ
き

が
め
科 カ ミ ツ キ ガ メ 科 全 種

交 雑 種 か め 目 　 か み つ き が め 科 　 交 雑 種

ど
く
と
か

げ
科

ハ リ ア エ エ ト ゥ ス ・ レ ウ コ ケ フ ァ ル ス （ ハ ク ト ウ ワ シ ）

サ ル コ ラ ン フ ス ・ パ パ （ ト キ イ ロ コ ン ド ル ）

ハ リ ア エ エ ト ゥ ス ・ ア ル ビ キ ル ラ （ オ ジ ロ ワ シ ）

ハ リ ア エ エ ト ゥ ス ・ ペ ラ ギ ク ス （ オ オ ワ シ ）

ニ サ エ ト ゥ ス ・ ニ パ レ ン ス ィ ス （ ク マ タ カ ）

ハ リ ア エ エ ト ゥ ス ・ ヴ ォ キ フ ェ ル （ サ ン シ ョ ク ウ ミ ワ シ ）

た か 目 　 た か 科 　 交 雑 種

ど く と か げ 科 全 種

試 験 研 究

オ オ ア ナ コ ン ダ

偶
蹄
目

に
し

き
へ
び
科

た
か
目

た
か
科

ア ク イ ラ ・ ス ピ ロ ガ ス テ ル （ モ モ ジ ロ ク マ タ カ ）

ギ ュ プ ス ・ ル エ ペ ル リ イ （ マ ダ ラ ハ ゲ ワ シ ）

ス テ フ ァ ノ ア エ ト ゥ ス ・ コ ロ ナ ト ゥ ス （ カ ン ム リ ク マ タ カ ）

展 示

ア ク イ ラ ・ ク リ ュ サ エ ト ス （ イ ヌ ワ シ ）

ア ク イ ラ ・ ヴ ェ ル レ ア ウ ク ス ィ イ （ コ シ ジ ロ イ ヌ ワ シ ）

ア ク イ ラ ・ フ ァ ス キ ア タ （ ボ ネ リ ー ク マ タ カ ）

交 雑 種 食 肉 目 　 ね こ 科 　 交 雑 種

ひ く い ど り 科 全 種

ア ク イ ラ ・ ニ パ レ ン ス ィ ス （ ソ ウ ゲ ン ワ シ ）

レ プ タ イ ル ル ス ・ セ ル ヴ ァ ル （ サ ー バ ル ）

そ の 他

マ カ カ 属 （ マ カ ク 属 ） 全 種

お
な

が
ざ
る

科
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パ ン テ ラ 属 （ ヒ ョ ウ 属 ） 全 種

合
計

飼 　 養 　 目 　 的

愛 が ん 販 売

合 　 　 　 　 　 　 計

令
和

６
年

３
月

３
１

日
現

在

く
ま

科

く ま 科 全 種

ビ ュ ト ン ・ セ バ エ （ ア フ リ カ ニ シ キ ヘ ビ ）

資
料

 
1
0
　

　
特

定
動

物
の

飼
養

目
的

別
許

可
件

数
及

び
許

可
頭

数

交 雑 種

と か げ 目 　 に し き へ び 科 　 交 雑 種

ポ レ マ エ ト ゥ ス ベ ル リ コ ス ス （ ゴ マ バ ラ ワ シ ）

カ ラ カ ル ・ カ ラ カ ル （ カ ラ カ ル ）


